
平成28･29･30年度 大島地区研究協力校「学力向上(算数科)」 

自ら課題を見付け，共に考え，よりよく解決できる子どもの育成 
～子どもが主体的に学び，「楽しく･分かる･できる」算数科授業づくり～ 

奄美市立奄美小学校 

１ 研究の全体構想 ３ 設定した学習過程 

２ 研究の視点と仮説 

【第１学年研究授業及び分科会】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

<参加された先生方より> 
○ 導入でも，調べる･深める過程でも，視覚的な働き 
 かけで子どもの意欲･理解を高めさせ，説明させるこ 
 とが大切だと思った。 
○ ５校時にもかかわらず，１年生が集中してよく頑 
 張っていた。先生の温かい声かけが授業を楽しくさ  
 せていた。 
○ 子どもの活発な意見発表や話合いの姿が素晴らし 
 い。学習の躾についても参考にさせていただきたい。 

視点２ 視覚的な働きかけ グループ協議後の指導助言 

【第４学年研究授業及び分科会】 
 

<参加された先生方より> 
○ 基本的な学習過程の中に，常に４つの研究の視点 
 が盛り込まれているのがよい。先生方の意識が授業 
 に生かされていくと思った。 
○ 学級も少人数も学習の約束が身に付いていて，落 
 ち着いた雰囲気が学習にふさわしいと思った。  
○ 意見交流ができてよかった。視点に沿った話合い  
 ができ分かりやすかった。マトリクスを活用できた 
 が，全体的に同意見も多かったので，それ以外の気 
 付きや意見も聞きたかった。 

視点１ 解決の見通し 分科会でのグループ協議 

【第６学年研究授業及び分科会】 
 

<参加された先生方より> 
○ 視点をもたせて話合いに取り組ませることで，子 
 どもの活発な活動へとつながっていた。ぜひ今後の 
 授業で意識して取り組んでいきたい。 
○ 学力の厳しい状況にある子どもに対しての配慮を 
 感じ，うれしかった。 
○ ＩＣＴを利用し，子どもが興味をもてるように工 
 夫した授業だった。グループに分かれての活動も活 
 発に意見が出ていてとてもよかった。普段もよくグ 
 ループ活動をされているということが分かった。 

視点３ 積極的な話合い 各グループ協議の発表 


